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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左旋回時には左方向に傾斜しかつ右旋回時には右方向に傾斜する車体を備える傾斜車両
に用いられ、前記車体に支持されることにより、左旋回時には前記車体とともに左方向に
傾斜しかつ右旋回時には前記車体とともに右方向に傾斜するとともに、前記車体が有する
フロントカバー内に配置されるヘッドライト装置であって、
　前記車体の前方に向けて光を照射するヘッドライトと、
　前記傾斜車両の左旋回時には前記車体の左前方の路面に前記傾斜車両の乗員が視認可能
な単一の左前方照射エリアを形成するように光を照射し、かつ、前記傾斜車両の右旋回時
には前記車体の右前方の路面に前記傾斜車両の乗員が視認可能な単一の右前方照射エリア
を形成するように光を照射する一対のコーナリングライトとを備え、
　前記ヘッドライトは、
　少なくとも１つのヘッドライト光源と、
　前記少なくとも１つのヘッドライト光源を収容し、前記少なくとも１つのヘッドライト
光源から出射された光を照射できるように、前記フロントカバー内に配置されるヘッドラ
イトハウジングとを含み、
　前記一対のコーナリングライトは、それぞれ、
　少なくとも１つのコーナリングライト光源と、
　前記少なくとも１つのコーナリングライト光源に対応して配置され、前記傾斜車両の左
旋回時において前記車体の左前方の路面に前記単一の左前方照射エリアを形成するように
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、又は、前記傾斜車両の右旋回時において前記車体の右前方の路面に前記単一の右前方照
射エリアを形成するように、前記少なくとも１つのコーナリングライト光源から出射され
る光の進行方向を変更する単一の光進行方向変更面を有する光進行方向変更部材と、
　前記少なくとも１つのコーナリングライト光源及び前記光進行方向変更部材を収容し、
前記ヘッドライトハウジングとは別の部材として形成され、かつ、前記ヘッドライトハウ
ジングから分離され、前記少なくとも１つのコーナリングライト光源から出射されかつ前
記光進行方向変更面で進行方向が変更された光を照射できるように、前記フロントカバー
内に配置されるコーナリングライトハウジングとを含む、ヘッドライト装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のヘッドライト装置であって、
　前記一対のコーナリングライトは、さらに、
　前記単一の左前方照射エリアを形成するように照射される光の進行方向を前記単一の右
前方照射エリアを形成するように照射される光の進行方向とともに調整するエイミング機
構を含み、
　前記一対のコーナリングライトの各々が有する前記コーナリングライトハウジングが一
体形成されている、ヘッドライト装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のヘッドライト装置であって、
　前記車体の前方向又は後方向に見て、前記一対のコーナリングライトと前記ヘッドライ
トは前記車体の上下方向に並べて配置され、かつ、前記一対のコーナリングライト及び前
記ヘッドライトのうち前記車体の上下方向で上に配置される上ライトの下端は、前記一対
のコーナリングライト及び前記ヘッドライトのうち前記車体の上下方向で下に配置される
下ライトの上端よりも上に位置している、ヘッドライト装置。
【請求項４】
　請求項３に記載のヘッドライト装置であって、
　前記上ライトが前記一対のコーナリングライトであり、前記下ライトが前記ヘッドライ
トである、ヘッドライト装置。
【請求項５】
　請求項３又は４に記載のヘッドライト装置であって、
　前記一対のコーナリングライトは、前記車体の左右方向に並んで配置される左右一対の
コーナリングライトであり、
　前記ヘッドライトは、前記車体の左右方向に並んで配置される左右一対のヘッドライト
である、ヘッドライト装置。
【請求項６】
　請求項５に記載のヘッドライト装置であって、
　前記左右一対のコーナリングライトは、それぞれ、
　前記光進行方向変更部材に対応して配置され、前記傾斜車両の左旋回時において前記車
体の左前方の路面に前記単一の左前方照射エリアを形成するように、又は、前記傾斜車両
の右旋回時において前記車体の右前方の路面に前記単一の右前方照射エリアを形成するよ
うに、前記少なくとも１つのコーナリングライト光源から出射されかつ前記単一の光進行
方向変更面で進行方向が変更された光を透過するコーナリングライトアウタレンズをさら
に含み、
　前記左右一対のヘッドライトは、それぞれ、
　前記少なくとも１つのヘッドライト光源と、
　前記少なくとも１つのヘッドライト光源から出射された光を透過するヘッドライトアウ
タレンズとを含み、
　前記コーナリングライトアウタレンズにおける前記車体の左右方向での長さは、前記ヘ
ッドライトアウタレンズにおける前記車体の左右方向での長さよりも大きい、ヘッドライ
ト装置。
【請求項７】
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　請求項６に記載のヘッドライト装置であって、
　前記左右一対のコーナリングライトのうち左に配置された左コーナリングライトが有す
る前記コーナリングライトアウタレンズの右端は、前記左右一対のヘッドライトのうち左
に配置された左ヘッドライトが有する前記ヘッドライトアウタレンズの右端よりも、前記
車体の左右方向での中央に近い位置にあり、
　前記左右一対のコーナリングライトのうち右に配置された右コーナリングライトが有す
る前記コーナリングライトアウタレンズの左端は、前記左右一対のヘッドライトのうち右
に配置された右ヘッドライトが有する前記ヘッドライトアウタレンズの左端よりも、前記
車体の左右方向での中央に近い位置にある、ヘッドライト装置。
【請求項８】
　請求項７に記載のヘッドライト装置であって、
　前記左コーナリングライトが有する前記コーナリングライトアウタレンズの左端は、前
記左ヘッドライトが有する前記ヘッドライトアウタレンズの左端よりも、前記車体の左右
方向での中央に近い位置にあり、
　前記右コーナリングライトが有する前記コーナリングライトアウタレンズの右端は、前
記右ヘッドライトが有する前記ヘッドライトアウタレンズの右端よりも、前記車体の左右
方向での中央に近い位置にある、ヘッドライト装置。
【請求項９】
　請求項３～８の何れか１項に記載のヘッドライト装置であって、
　前記フロントカバーは、
　上フロントカバーと、
　前記上フロントカバーから分離されて、前記車体の前方向又は後方向に見て、前記上フ
ロントカバーの下に配置される下フロントカバーとを含み、
　前記上ライトは、前記上フロントカバー内に配置され、
　前記下ライトは、前記下フロントカバー内に配置される、ヘッドライト装置。
【請求項１０】
　傾斜車両であって、
　左旋回時には左方向に傾斜しかつ右旋回時には右方向に傾斜するとともに、フロントカ
バーを含む車体と、
　前記車体に支持されることにより、左旋回時には前記車体とともに左方向に傾斜しかつ
右旋回時には前記車体とともに右方向に傾斜し、前記フロントカバー内に配置されるヘッ
ドライト装置とを備え、
　前記ヘッドライト装置は、請求項１～９の何れか１項に記載のヘッドライト装置である
、傾斜車両。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、傾斜車両に用いられるヘッドライト装置に関し、詳しくは、ヘッドライト及
び左右１灯のコーナリングライトを備えるヘッドライト装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、傾斜車両が知られている。傾斜車両は、左旋回時には左方向に傾斜しかつ右旋回
時には右方向に傾斜する車体を備える。
【０００３】
　また、傾斜車両は、ヘッドライト装置を備える。ヘッドライト装置は、車体に支持され
ることにより、左旋回時には車体とともに左方向に傾斜しかつ右旋回時には車体とともに
右方向に傾斜する。
【０００４】
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　ここで、特開２０１５－１３７０３１号公報（以下、特許文献１）に記載のように、ヘ
ッドライト及び左右１灯のコーナリングライトを備えるヘッドライト装置が提案されてい
る。ヘッドライトは、車体の前方に光を照射する。左右１灯のコーナリングライトは、傾
斜車両の左旋回時には車体の左前方の路面に傾斜車両の乗員が視認可能な左前方照射エリ
アを形成するように光を照射し、かつ、傾斜車両の右旋回時には車体の右前方の路面に傾
斜車両の乗員が視認可能な右前方照射エリアを形成するように光を照射する。
【０００５】
　また、特許文献１に記載のヘッドライト装置においては、左右１灯のコーナリングライ
トがヘッドライトと一体的に設けられている。つまり、左右１灯のコーナリングライトと
ヘッドライトがハウジングを共有している。また、左右１灯のコーナリングライトとヘッ
ドライトは、各々の光源を支持する基板や各々の光源の放熱を促すためのヒートシンクを
共有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１５－１３７０３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、左右１灯のコーナリングライトは、車体の傾斜方向が同じである限り、同じ
光源が点灯するので、光源の熱が集中しやすい。また、ヘッドライトは、常時点灯した状
態で使用されるので、光源の熱が集中しやすい。したがって、ヘッドライト及び左右１灯
のコーナリングライトを備えるヘッドライト装置においては、ヘッドライトと左右１灯の
コーナリングライトの各々の光源を離して配置する必要がある。その結果、ヘッドライト
及び左右１灯のコーナリングライトが共有するハウジングのサイズが大きくなってしまう
。
【０００８】
　ここで、傾斜車両の種類によっては、車両の正面視でヘッドライト装置を覆うように配
置されるフロントカバーを備えている。ヘッドライト装置のハウジング、つまり、ヘッド
ライト及び左右１灯のコーナリングライトが共有するハウジングは、フロントカバー内に
配置される。
【０００９】
　上記フロントカバーを備える傾斜車両において、フロントカバーをコンパクトにするこ
とが求められている。しかしながら、上記のように、ヘッドライト及び左右１灯のコーナ
リングライトを備えるヘッドライト装置においては、ヘッドライト装置のハウジングが大
きくなってしまうために、フロントカバーをコンパクトにすることが難しい。加えて、フ
ロントカバー内には、ヘッドライト装置の他に、例えば、電気系部品やブレーキ系部品等
の各種部品が配置されているので、これらの部品を避けるようにして、ヘッドライト装置
のハウジングを設計する必要がある。そのため、ヘッドライト装置のハウジングがさらに
大型化してしまい、フロントカバーをコンパクトにすることがより難しくなる。
【００１０】
　本発明の目的は、車両の正面視でヘッドライト装置を覆うように配置されるフロントカ
バーを備える傾斜車両に用いられ、かつ、ヘッドライト及び左右１灯のコーナリングライ
トを備えるヘッドライト装置であって、ヘッドライトの光源及び左右１灯のコーナリング
ライトの各々の光源が発する熱の集中を抑制しつつ、フロントカバーをコンパクトにする
ことができるヘッドライト装置及び当該ヘッドライト装置を備える傾斜車両を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の目的を達成するために、本願の発明者は、ヘッドライト及び左右１灯のコーナリ
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ングライトを備えるヘッドライト装置をフロントカバー内に配置する場合に、フロントカ
バーをコンパクトにすることができる構成について検討した。その結果、以下の知見を得
るに至った。
【００１２】
　すなわち、ヘッドライト及び左右１灯のコーナリングライトを備えるヘッドライト装置
をフロントカバー内に配置する場合、（１）ヘッドライトの光源及び左右１灯のコーナリ
ングライトの各々の光源が発する熱の影響を考慮しつつ、（２）フロントカバー内に配置
されたヘッドライト装置以外の部品とヘッドライト装置が干渉するのを回避する必要があ
る。
【００１３】
　このような知見に基づいて、本願の発明者は、さらに検討を進めた。その結果、ヘッド
ライト及び左右１灯のコーナリングライトを備えるヘッドライト装置をフロントカバー内
に配置する場合、ヘッドライトと左右１灯のコーナリングライトがハウジングを共有する
のではなく、ヘッドライトと左右１灯のコーナリングライトの各々が個別のハウジングを
有するようにすれば、ヘッドライトと左右１灯のコーナリングライトの各々のハウジング
を必要最小限の大きさにすることができるとともに、ヘッドライトと左右１灯のコーナリ
ングライトの配置の自由度が向上するので、ヘッドライトの光源及び左右１灯のコーナリ
ングライトの各々の光源が発する熱の集中を抑制しつつ、フロントカバーをコンパクトに
することができるという新たな知見を得るに至った。
【００１４】
　このような知見は、本発明者の検討によって初めて得られたものである。そして、本発
明は、このような知見に基づいて完成されたものである。
【００１５】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置は、傾斜車両に用いられる。傾斜車両は、
車体を備える。車体は、傾斜車両の左旋回時には、左方向に傾斜する。車体は、傾斜車両
の右旋回時には、右方向に傾斜する。
【００１６】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置は、車体に支持される。これにより、本発
明の一実施形態に係るヘッドライト装置は、傾斜車両の左旋回時には、車体とともに、左
方向に傾斜し、傾斜車両の右旋回時には、車体とともに、右方向に傾斜する。本発明の一
実施形態に係るヘッドライト装置は、車体が有するフロントカバー内に配置される。
【００１７】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置は、ヘッドライトと、一対のコーナリング
ライトとを備える。ヘッドライトは、車体の前方に向けて光を照射する。一対のコーナリ
ングライトは、傾斜車両の左旋回時には車体の左前方の路面に傾斜車両の乗員が視認可能
な単一の左前方照射エリアを形成するように光を照射し、かつ、傾斜車両の右旋回時には
車体の右前方の路面に傾斜車両の乗員が視認可能な単一の右前方照射エリアを形成するよ
うに光を照射する。
【００１８】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、ヘッドライトは、少なくとも１
つのヘッドライト光源と、ヘッドライトハウジングとを含む。ヘッドライトハウジングは
、少なくとも１つのヘッドライト光源を収容する。ヘッドライトハウジングは、少なくと
も１つのヘッドライト光源から出射された光を照射できるように、フロントカバー内に配
置される。
【００１９】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、一対のコーナリングライトは、
それぞれ、少なくとも１つのコーナリングライト光源と、光進行方向変更部材と、コーナ
リングライトハウジングとを含む。光進行方向変更部材は、少なくとも１つのコーナリン
グライト光源に対応して配置される。光進行方向変更部材は、単一の光進行方向変更面を
有する。単一の光進行方向変更面は、傾斜車両の左旋回時において車体の左前方の路面に
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単一の左前方照射エリアを形成するように、又は、傾斜車両の右旋回時において車体の右
前方の路面に単一の右前方照射エリアを形成するように、少なくとも１つのコーナリング
ライト光源から出射される光の進行方向を変更する。コーナリングライトハウジングは、
少なくとも１つのコーナリングライト光源及び光進行方向変更部材を収容する。コーナリ
ングライトハウジングは、ヘッドライトハウジングとは別の部材として形成されている。
コーナリングライトハウジングは、ヘッドライトハウジングから分離されている。コーナ
リングライトハウジングは、少なくとも１つのコーナリングライト光源から出射されかつ
光進行方向変更面で進行方向が変更された光を照射できるように、フロントカバー内に配
置される。
【００２０】
　上記ヘッドライト装置においては、フロントカバー内に配置されるコーナリングライト
ハウジングとヘッドライトハウジングが別々の部材として形成され、かつ、互いに分離し
て配置されるので、コーナリングライトハウジングとヘッドライトハウジングの各々を必
要最小限の大きさにすることができるとともに、コーナリングライトハウジングとヘッド
ライトハウジングの配置の自由度が向上する。そのため、コーナリングライトハウジング
とヘッドライトハウジングを、フロントカバー内に配置される電気系部品やブレーキ系部
品等の各種部品と干渉しないように、適切な位置に配置することができる。その結果、ヘ
ッドライトが有するヘッドライト光源及び一対のコーナリングライトの各々が有するコー
ナリングライト光源が発する熱の集中を抑制しつつ、フロントカバーをコンパクトにする
ことができる。
【００２１】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置が用いられる傾斜車両は、例えば、乗員が
運転する車両であってもよいし、自律車両であってもよい。傾斜車両は、例えば、少なく
とも１つの前輪と、少なくとも１つの後輪とを備える。つまり、傾斜車両は、二輪車に限
定されず、前輪又は後輪が左右一対の車輪で構成された三輪車であってもよいし、前輪及
び後輪がそれぞれ左右一対の車輪で構成された四輪車であってもよい。傾斜車両は、例え
ば、少なくとも１つの操舵輪と、少なくとも１つの駆動輪とを備える。傾斜車両が前輪及
び後輪を備える場合、操舵輪は、前輪であってもよいし、後輪であってもよい。傾斜車両
が前輪及び後輪を備える場合、駆動輪は、前輪であってもよいし、後輪であってもよい。
傾斜車両は、例えば、傾斜車両を走行させるための動力を発生させる駆動源を備える。駆
動源は、例えば、エンジンであってもよいし、電気モータであってもよいし、エンジンと
電気モータの両方を備えていてもよい。駆動源がエンジンである場合、傾斜車両は、例え
ば、過給機を備えていてもよい。過給機は、例えば、ターボチャージャーであってもよい
し、スーパーチャージャーであってもよい。
【００２２】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置が用いられる傾斜車両の車体は、例えば、
乗員の体重移動等に起因して傾斜してもよいし、傾斜車両が備えるアクチュエータの動力
が伝達されることで傾斜してもよい。乗員の体重移動等に起因して傾斜する車体は、例え
ば、重力が作用することで傾斜角が増加する車体である。車体を傾斜させるアクチュエー
タは、例えば、乗員が車体を傾斜させる動作を行う際に当該動作をアシストするアクチュ
エータであってもよいし、乗員が車体を傾斜させる操作を入力した場合に車体を傾斜させ
るアクチュエータであってもよい。車体は、車体フレームを含む。車体フレームは、複数
の部品を組み合わせたフレ－ムであってもよいし、複数の部品を一体的に成形したフレ－
ムであってもよい。車体フレームの材料は、アルミ、鉄などの金属であってもよいし、Ｃ
ＦＲＰなどの合成樹脂であってもよいし、それらの組み合わせであってもよい。車体フレ
ームは、傾斜車両の外観部品で構成したモノコック構造であってもよいし、その一部が傾
斜車両の外観部品を兼ねるセミモノコック構造であってもよい。
【００２３】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置が備えるヘッドライトにおいて、ヘッドラ
イト光源が出射する光を車体の前方に照射する態様は、特に限定されない。ヘッドライト



(7) JP 6987171 B2 2021.12.22

10

20

30

40

50

は、例えば、プロジェクタ式であってもよいし、モノフォーカス式であってもよいし、リ
フレクタ式であってもよい。ヘッドライトは、例えば、ロービームを照射する機能を備え
ていてもよいし、ハイビームを照射する機能を備えていてもよい。ヘッドライトは、例え
ば、ロービームとハイビームを自動で切り替える機能を備えていてもよい。
【００２４】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、ヘッドライト光源の種類は、特
に限定されない。ヘッドライト光源は、例えば、半導体レーザ、ＨＩＤ（Ｈｉｇｈ－Ｉｎ
ｔｅｎｓｉｔｙ　Ｄｉｓｃｈａｒｇｅ）バルブ、ハロゲン電球、白熱電球等であってもよ
い。ヘッドライト光源は、好ましくは、発光ダイオード又は半導体レーザ等の半導体光源
である。ヘッドライト光源は、例えば、ロービームを照射するための光を出射するロービ
ーム光源であってもよいし、ハイビームを照射するための光を出射するハイビーム光源で
あってもよい。
【００２５】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、ヘッドライトハウジングは、例
えば、車体及び／又はフロントカバーに支持される。ヘッドライトハウジングが車体に支
持される態様には、例えば、ヘッドライトハウジングがブラケットを介して車体に支持さ
れる態様が含まれる。ヘッドライトハウジングは、例えば、ヘッドライト光源から出射さ
れた光を透過するアウタレンズを含んでいてもよい。この場合、ヘッドライトハウジング
は、例えば、ヘッドライトハウジング本体と、ヘッドライトハウジング本体によって支持
されるアウタレンズとを含む。
【００２６】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、ヘッドライトハウジングがフロ
ントカバー内に配置される態様は、少なくとも１つのヘッドライト光源から出射された光
を照射できる態様であれば、特に限定されない。ヘッドライトハウジングがフロントカバ
ー内に配置される態様には、例えば、車体の前後方向に直交する方向から見て、ヘッドラ
イトハウジングのうちアウタレンズを支持するヘッドライトハウジング本体がフロントカ
バーで覆われる態様が含まれる。つまり、ヘッドライトハウジングがフロントカバー内に
配置される態様には、車体の後方向に見て、ヘッドライトハウジングとフロントカバーと
の間に隙間が形成されるように、ヘッドライトハウジングがフロントカバー内に配置され
る態様が含まれる。なお、車体の前後方向に直交する方向から見て、ヘッドライトハウジ
ングのうちアウタレンズを支持するヘッドライトハウジング本体がフロントカバーで覆わ
れる態様には、車体の前後方向に直交する方向のうち特定の方向から見て、ヘッドライト
ハウジングのうちアウタレンズを支持するヘッドライトハウジング本体がフロントカバー
で覆われる態様が含まれる。車体の前後方向に直交する方向のうち特定の方向は、例えば
、車体の上方向であってもよいし、車体の下方向であってもよいし、車体の左方向であっ
てもよいし、車体の右方向であってもよい。
【００２７】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、傾斜車両の左旋回時に車体の左
前方の路面に形成される単一の左前方照射エリアは、例えば、傾斜車両が備える車体の傾
斜角の増加に伴って大きくなってもよい。単一の左前方照射エリアの大きさは、例えば、
少なくとも１つのコーナリングライト光源から出射される光の光量を変化させることで調
整できる。
【００２８】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、傾斜車両の右旋回時に車体の右
前方の路面に形成される単一の右前方照射エリアは、例えば、傾斜車両が備える車体の傾
斜角の増加に伴って大きくなってもよい。単一の右前方照射エリアの大きさは、例えば、
少なくとも１つのコーナリングライト光源から出射される光の光量を変化させることで調
整できる。
【００２９】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、少なくとも１つのコーナリング
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ライト光源の種類は、特に限定されない。少なくとも１つのコーナリングライト光源は、
例えば、半導体レーザ、ＨＩＤ（Ｈｉｇｈ－Ｉｎｔｅｎｓｉｔｙ　Ｄｉｓｃｈａｒｇｅ）
バルブ、ハロゲン電球、白熱電球等であってもよい。ヘッドライト光源は、好ましくは、
発光ダイオード又は半導体レーザ等の半導体光源である。少なくとも１つのコーナリング
ライト光源は、例えば、傾斜車両が左旋回しているときの車体の傾斜角が所定の傾斜角以
上になったときに光を出射する。
【００３０】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、光進行方向変更部材は、少なく
とも１つのコーナリングライト光源が出射する光の進行方向を変更する機能を有していれ
ばよい。少なくとも１つのコーナリングライト光源が出射する光の進行方向を変更する態
様には、例えば、光進行方向変更部材が有する光進行方向変更面によって少なくとも１つ
のコーナリングライト光源から出射された光を反射する態様が含まれる。光進行方向変更
部材は、例えば、少なくとも１つのコーナリングライト光源が出射する光を反射する単一
のリフレクタ面を有するリフレクタであってもよいし、少なくとも１つのコーナリングラ
イト光源からの光が入射される導光部材であって、入射された光をその内部で全反射させ
ることにより、傾斜車両の前方に向けて出射する導光部材であってもよいし、少なくとも
１つのコーナリングライト光源からの光が入射されるレンズであって、入射された光を屈
折させることにより、傾斜車両の前方に向けて出射するレンズであってもよい。
【００３１】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、コーナリングライトハウジング
は、例えば、車体及び／又はフロントカバーに支持される。コーナリングライトハウジン
グが車体に支持される態様には、例えば、コーナリングライトハウジングがブラケットを
介して車体に支持される態様が含まれる。コーナリングライトハウジングは、例えば、コ
ーナリングライト光源から出射された光を透過するアウタレンズを含んでいてもよい。こ
の場合、コーナリングライトハウジングは、例えば、コーナリングライトハウジング本体
と、コーナリングライトハウジング本体によって支持されるアウタレンズとを含む。
【００３２】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、コーナリングライトハウジング
がフロントカバー内に配置される態様は、少なくとも１つのコーナリングライト光源から
出射された光を照射できる態様であれば、特に限定されない。コーナリングライトハウジ
ングがフロントカバー内に配置される態様には、例えば、車体の前後方向に直交する方向
から見て、コーナリングライトハウジングのうちアウタレンズを支持するコーナリングラ
イトハウジング本体がフロントカバーで覆われる態様が含まれる。つまり、コーナリング
ライトハウジングがフロントカバー内に配置される態様には、車体の後方向に見て、コー
ナリングライトハウジングとフロントカバーとの間に隙間が形成されるように、コーナリ
ングライトハウジングがフロントカバー内に配置される態様が含まれる。なお、車体の前
後方向に直交する方向から見て、コーナリングライトハウジングのうちアウタレンズを支
持するコーナリングライトハウジング本体がフロントカバーで覆われる態様には、車体の
前後方向に直交する方向のうち特定の方向から見て、コーナリングライトハウジングのう
ちアウタレンズを支持するコーナリングライトハウジング本体がフロントカバーで覆われ
る態様が含まれる。車体の前後方向に直交する方向のうち特定の方向は、例えば、車体の
上方向であってもよいし、車体の下方向であってもよいし、車体の左方向であってもよい
し、車体の右方向であってもよい。
【００３３】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、一対のコーナリングライトは、
さらに、エイミング機構を含んでいてもよい。エイミング機構は、単一の左前方照射エリ
アを形成するように照射される光の進行方向を単一の右前方照射エリアを形成するように
照射される光の進行方向とともに調整する。一対のコーナリングライトの各々が有するコ
ーナリングライトハウジングは一体形成されていてもよい。
【００３４】
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　上記ヘッドライト装置においては、一対のコーナリングライトの各々が有するコーナリ
ングライトハウジングは一体形成されているので、一対のコーナリングライトの各々を同
時にエイミングすることができる。
【００３５】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、エイミング機構は、例えば、一
対のコーナリングライトの各々が有する少なくとも１つのコーナリングライト光源及び光
進行方向変更部材を支持するブラケットを含む。この場合、エイミング機構が単一の左前
方照射エリアを形成するように照射される光の進行方向を単一の右前方照射エリアを形成
するように照射される光の進行方向とともに調整する態様には、例えば、ブラケットのコ
ーナリングライトハウジングへの取付状態を変更する態様が含まれる。光進行方向変更部
材をブラケットが支持する態様には、例えば、光進行方向変更部材がブラケットと一体形
成されている態様が含まれる。ブラケットには、例えば、少なくとも１つのコーナリング
ライト光源の放熱を促すヒートシンクが一体形成されていてもよい。
【００３６】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置においては、車体の前方向又は後方向に見
て、一対のコーナリングライトとヘッドライトは車体の上下方向に並べて配置されてもよ
い。一対のコーナリングライト及びヘッドライトのうち車体の上下方向で上に配置される
上ライトの下端は、一対のコーナリングライト及びヘッドライトのうち車体の上下方向で
下に配置される下ライトの上端よりも上に位置していてもよい。
【００３７】
　上記ヘッドライト装置においては、一対のコーナリングライトとヘッドライトを車体の
上下方向に並べて配置するので、一対のコーナリングライトとヘッドライトを車体の左右
方向に並べて配置する場合と比べて、フロントカバーにおける車体の左右方向での長さを
小さくすることができる。その結果、フロントカバーをコンパクトにすることができる。
【００３８】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置においては、上ライトが一対のコーナリン
グライトであり、下ライトがヘッドライトであってもよい。
【００３９】
　上記ヘッドライト装置においては、左右一対のコーナリングライトがヘッドライトより
も上に配置されるので、例えば、左右一対のコーナリングライトを前輪やフロントフォー
クとのクリアランスを考慮せずに配置することができる。そのため、左右一対のコーナリ
ングライトを車体の左右方向に近づけて配置することができるようになる。その結果、フ
ロントカバーをコンパクトにすることができる。
【００４０】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、一対のコーナリングライトは、
車体の左右方向に並んで配置される左右一対のコーナリングライトであってもよい。ヘッ
ドライトは、車体の左右方向に並んで配置される左右一対のヘッドライトであってもよい
。
【００４１】
　上記ヘッドライト装置においては、コーナリングライト及びヘッドライトの各々のハウ
ジングを車体の左右方向に分離して配置するので、コーナリングライト及びヘッドライト
の各々の光源が発する熱の影響を考慮して、コーナリングライト及びヘッドライトの各々
の光源を離して配置する必要がなくなる。つまり、コーナリングライト及びヘッドライト
の各々のハウジングをコンパクトにすることができる。そのため、フロントカバー内に配
置される他の部品との干渉を避けるように、コーナリングライト及びヘッドライトの各々
のハウジングを配置しやすくなる。その結果、フロントカバーをよりコンパクトにするこ
とができる。
【００４２】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、左右一対のコーナリングライト
は、それぞれ、コーナリングライトアウタレンズをさらに含んでいてもよい。コーナリン
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グライトアウタレンズは、光進行方向変更部材に対応して配置される。コーナリングライ
トアウタレンズは、傾斜車両の左旋回時において車体の左前方の路面に単一の左前方照射
エリアを形成するように、又は、傾斜車両の右旋回時において車体の右前方の路面に単一
の右前方照射エリアを形成するように、少なくとも１つのコーナリングライト光源から出
射されかつ単一の光進行方向変更面で進行方向が変更された光を透過する。左右一対のヘ
ッドライトは、それぞれ、少なくとも１つのヘッドライト光源と、少なくとも１つのヘッ
ドライト光源から出射された光を透過するヘッドライトアウタレンズとを含んでいてもよ
い。コーナリングライトアウタレンズにおける車体の左右方向での長さは、ヘッドライト
アウタレンズにおける車体の左右方向での長さよりも大きい。
【００４３】
　上記ヘッドライト装置においては、左右一対のヘッドライトの各々のハウジングをより
コンパクトにすることができる。その結果、フロントカバーをより一層コンパクトにする
ことができる。
【００４４】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、左右一対のコーナリングライト
のうち左に配置された左コーナリングライトが有するコーナリングライトアウタレンズの
右端は、左右一対のヘッドライトのうち左に配置された左ヘッドライトが有するヘッドラ
イトアウタレンズの右端よりも、車体の左右方向での中央に近い位置にあってもよい。左
右一対のコーナリングライトのうち右に配置された右コーナリングライトが有するコーナ
リングライトアウタレンズの左端は、左右一対のヘッドライトのうち右に配置された右ヘ
ッドライトが有するヘッドライトアウタレンズの左端よりも、車体の左右方向での中央に
近い位置にあってもよい。
【００４５】
　上記ヘッドライト装置においては、常時点灯する左右一対のヘッドライトの各々をより
離して配置することができるので、左右一対のヘッドライトの各々の光源が発する熱の影
響を抑制することができる。
【００４６】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、左コーナリングライトが有する
コーナリングライトアウタレンズの左端は、左ヘッドライトが有するヘッドライトアウタ
レンズの左端よりも、車体の左右方向での中央に近い位置にあってもよい。右コーナリン
グライトが有するコーナリングライトアウタレンズの右端は、右ヘッドライトが有するヘ
ッドライトアウタレンズの右端よりも、車体の左右方向での中央に近い位置にあってもよ
い。
【００４７】
　上記ヘッドライト装置においては、常時点灯する左右一対のヘッドライトの各々をより
離して配置することができるので、左右一対のヘッドライトの各々の光源が発する熱の影
響を抑制することができる。
【００４８】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、一対のコーナリングライトは、
それぞれ、少なくとも１つのポジションライト光源をさらに含んでいてもよい。少なくと
も１つのポジションライト光源から出射される光の進行方向を光進行方向変更部材が有す
る光進行方向変更面で変更してもよい。
【００４９】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、一対のコーナリングライトは、
それぞれ、少なくとも１つのポジションライト光源から出射される光を前方に出射させる
導光部材をさらに含んでいてもよい。導光部材は、例えば、アウタレンズに固定されてい
てもよい。
【００５０】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、一対のコーナリングライトは、
それぞれ、少なくとも１つのコーナリングライト光源から出射される光と少なくとも１つ
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のポジションライト光源から出射される光が混ざらないようにする仕切部材をさらに含ん
でいてもよい。少なくとも１つのコーナリングライト光源から出射される光又は少なくと
も１つのポジションライト光源から出射される光を利用して、仕切部材の縁を光らせるよ
うにしてもよい。仕切部材は、例えば、アウタレンズに固定されていてもよい。
【００５１】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、一対のコーナリングライトは、
少なくとも１つのコーナリングライト光源からの光の出射を制御する制御基板を含む制御
装置をさらに備えていてもよい。この場合、車体の前方向又は後方向に見て、制御基板が
車体の左右方向に広がるように、一対のコーナリングライトの各々が有するコーナリング
ライトハウジングが一体形成された構造の共通コーナリングライトハウジング内に制御装
置が配置されていてもよい。車体の前方向又は後方向に見て、制御装置の少なくとも一部
は、例えば、車体の上下方向において、左右一対のコーナリングライトの各々が有する光
進行方向変更部材の上端と下端の間に位置していてもよい。制御装置におけるコネクタ接
続部は、例えば、左右一対のコーナリングライトの各々が有する光進行方向変更部材の間
に位置していてもよい。
【００５２】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、一対のコーナリングライトの各
々が有する光進行方向変更部材又はコーナリングライトアウタレンズには、単一の左前方
照射エリアを形成するように照射される光及び単一の右前方照射エリアを形成するように
照射される光の各々の進行方向を調整する際に用いる基準マーカーが付されていてもよい
。
【００５３】
　本発明の一実施形態に係るヘッドライト装置において、フロントカバーは、上フロント
カバーと、下フロントカバーとを含んでいてもよい。下フロントカバーは、上フロントカ
バーから分離されている。下フロントカバーは、車体の前方向又は後方向に見て、上フロ
ントカバーの下に配置される。上ライトは、上フロントカバー内に配置される。下ライト
は、下フロントカバー内に配置される。
【００５４】
　上記ヘッドライト装置においては、フロントカバーが上下に分割されるので、フロント
カバーをよりコンパクトにすることができる。なお、上フロントカバー及び下フロントカ
バーの少なくとも一方は、例えば、車体の左右方向に並んで配置される複数の分割フロン
トカバーによって実現されていてもよい。
【００５５】
　本発明の一実施形態に係る傾斜車両は、車体と、ヘッドライト装置とを備える。車体は
、傾斜車両の左旋回時には、左方向に傾斜する。車体は、傾斜車両の右旋回時には、右方
向に傾斜する。車体は、フロントカバーを含む。ヘッドライト装置は、車体に支持される
。これにより、ヘッドライト装置は、傾斜車両の左旋回時には、車体とともに、左方向に
傾斜し、傾斜車両の右旋回時には、車体とともに、右方向に傾斜する。ヘッドライト装置
は、フロントカバー内に配置される。ヘッドライト装置は、本発明の一実施形態に係るヘ
ッドライト装置である。
【００５６】
　この発明の上述の目的及びその他の目的、特徴、局面及び利点は、添付図面に関連して
行われる以下のこの発明の実施形態の詳細な説明から一層明らかとなろう。
【００５７】
　本明細書にて使用される場合、用語「及び／又は（ａｎｄ／ｏｒ）」は１つの、又は複
数の関連した列挙されたアイテム（ｉｔｅｍｓ）のあらゆる又は全ての組み合わせを含む
。
【００５８】
　本明細書中で使用される場合、用語「含む、備える（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、「含む
、備える（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」又は「有する（ｈａｖｉｎｇ）」及びその変形の使
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用は、記載された特徴、工程、操作、要素、成分及び／又はそれらの等価物の存在を特定
するが、ステップ、動作、要素、コンポーネント、及び／又はそれらのグループのうちの
１つ又は複数を含むことができる。
【００５９】
　他に定義されない限り、本明細書で使用される全ての用語（技術用語及び科学用語を含
む）は、本発明が属する当業者によって一般的に理解されるのと同じ意味を有する。
【００６０】
　一般的に使用される辞書に定義された用語のような用語は、関連する技術及び本開示の
文脈における意味と一致する意味を有すると解釈されるべきであり、本明細書で明示的に
定義されていない限り、理想的又は過度に形式的な意味で解釈されることはない。
【００６１】
　本発明の説明においては、技術及び工程の数が開示されていると理解される。これらの
各々は個別の利益を有し、それぞれは、他の開示された技術の１つ以上、又は、場合によ
っては全てと共に使用することもできる。従って、明確にするために、この説明は、不要
に個々のステップの可能な組み合わせの全てを繰り返すことを控える。それにもかかわら
ず、明細書及び特許請求の範囲は、そのような組み合わせが全て本発明及び特許請求の範
囲内にあることを理解して読まれるべきである。
【００６２】
　以下の説明では、説明の目的で、本発明の完全な理解を提供するために多数の具体的な
詳細を述べる。しかしながら、当業者には、これらの特定の詳細なしに本発明を実施でき
ることが明らかである。本開示は、本発明の例示として考慮されるべきであり、本発明を
以下の図面又は説明によって示される特定の実施形態に限定することを意図するものでは
ない。
【発明の効果】
【００６３】
　本発明によれば、車両の正面視でヘッドライト装置を覆うように配置されるフロントカ
バーを備える傾斜車両に用いられ、かつ、ヘッドライト及び左右１灯のコーナリングライ
トを備えるヘッドライト装置であって、ヘッドライトの光源及び左右１灯のコーナリング
ライトの各々の光源が発する熱の集中を抑制しつつ、フロントカバーをコンパクトにする
ことができるヘッドライト装置及び当該ヘッドライト装置を備える傾斜車両を提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明の実施の形態による傾斜車両及びヘッドライト装置を概念的に示す説明図
である。
【図２】本発明の実施の形態によるヘッドライト装置が配置される場合のフロントカバー
のサイズと、比較例に係るヘッドライト装置が採用される場合のフロントカバーのサイズ
とを比較するための説明図である。
【図３】本発明の実施の形態の具体例による傾斜車両及びヘッドライト装置を概念的に示
す説明図である。
【図４】本発明の実施の形態の変形例１によるヘッドライト装置が備える左右一対のコー
ナリングライトを概念的に示す説明図である。
【図５】本発明の実施の形態の変形例２による傾斜車両及びヘッドライト装置を概念的に
示す説明図である。
【図６】本発明の実施の形態の変形例２によるヘッドライト装置において、左右一対のコ
ーナリングライトの各々が有するアウタレンズと、左右一対のコーナリングライトの各々
が有するヘッドライトアウタレンズとの位置関係を概念的に示す説明図である。
【図７】本発明の実施の形態の変形例によるヘッドライト装置が用いられる傾斜車両にお
いて採用されるフロントカバーを概念的に示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
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【００６５】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施の形態による傾斜車両の詳細について説明す
る。なお、以下に説明する実施の形態は、あくまでも一例である。本発明は、以下に説明
する実施の形態によって、何等、限定的に解釈されるものではない。
【００６６】
（実施の形態）
　図１を参照しながら、本発明の実施の形態による傾斜車両１０及びヘッドライト装置５
０について説明する。図１は、傾斜車両１０及びヘッドライト装置５０を概念的に示す説
明図である。
【００６７】
　本明細書では、傾斜車両１０における各種の方向を、以下のように定義する。
【００６８】
　傾斜車両１０の前方向を前方向Ｆと定義する。傾斜車両１０の後方向を後方向Ｂと定義
する。傾斜車両１０の左方向を左方向Ｌと定義する。傾斜車両１０の右方向を右方向Ｒと
定義する。傾斜車両１０の上方向を上方向Ｕと定義する。傾斜車両１０の下方向を下方向
Ｄと定義する。傾斜車両１０の前後方向を前後方向ＦＢと定義する。傾斜車両１０の左右
方向を左右方向ＬＲと定義する。傾斜車両１０の上下方向を上下方向ＵＤと定義する。な
お、傾斜車両１０の前後上下左右は、傾斜車両１０のシート（図示せず）に着座した乗員
から見た前後上下左右である。
【００６９】
　傾斜車両１０が有する車体２０の前方向を前方向ｆと定義する。傾斜車両１０が有する
車体２０の後方向を後方向ｂと定義する。傾斜車両１０が有する車体２０の左方向を左方
向ｌと定義する。傾斜車両１０が有する車体２０の右方向を右方向ｒと定義する。傾斜車
両１０が有する車体２０の上方向を上方向ｕと定義する。傾斜車両１０が有する車体２０
の下方向を下方向ｄと定義する。傾斜車両１０が有する車体２０の前後方向を前後方向ｆ
ｂと定義する。傾斜車両１０が有する車体２０の左右方向を左右方向ｌｒと定義する。傾
斜車両１０が有する車体２０の上下方向を上下方向ｕｄと定義する。
【００７０】
　傾斜車両１０では、車体２０が左方向Ｌ又は右方向Ｒに傾斜できる。車体２０が左方向
Ｌ又は右方向Ｒに傾斜している場合、車体２０の上下方向ｕｄ及び左右方向ｌｒは、傾斜
車両１０の上下方向ＵＤ及び左右方向ＬＲと一致しない。一方、直立状態の車体２０の上
下方向ｕｄ及び左右方向ｌｒは、傾斜車両１０の上下方向ＵＤ及び左右方向ＬＲと一致す
る。
【００７１】
　図１を参照して、傾斜車両１０は、車体２０と、ヘッドライト装置５０とを備える。以
下、これらについて説明する。
【００７２】
　車体２０は、傾斜車両１０の左旋回時には、左方向Ｌに傾斜する。車体２０は、傾斜車
両１０の右旋回時には、右方向Ｒに傾斜する。車体２０は、フロントカバー２２を備える
。
【００７３】
　ヘッドライト装置５０は、車体２０に支持される。ヘッドライト装置５０は、傾斜車両
１０の左旋回時には、車体２０とともに、左方向Ｌに傾斜する。ヘッドライト装置５０は
、傾斜車両１０の右旋回時には、車体２０とともに、右方向Ｒに傾斜する。ヘッドライト
装置５０は、フロントカバー２２内に配置される。
【００７４】
　ヘッドライト装置５０は、ヘッドライト６０と、一対のコーナリングライト７０Ｌ、７
０Ｒとを備える。以下、これらについて説明する。
【００７５】
　ヘッドライト６０は、車体２０の前方に向けて光を照射する。ヘッドライト６０は、少
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なくとも１つのヘッドライト光源６２と、ヘッドライトハウジング６４とを含む。ヘッド
ライトハウジング６４は、少なくとも１つのヘッドライト光源６２を収容する。
【００７６】
　一対のコーナリングライト７０Ｌ、７０Ｒのうち一方のコーナリングライトは、傾斜車
両１０の左旋回時には、車体２０の左前方の路面に傾斜車両１０の乗員が視認可能な単一
の左前方照射エリア７１Ｌを形成するように光を照射する。一対のコーナリングライト７
０Ｌ、７０Ｒのうち他方のコーナリングライトは、傾斜車両１０の右旋回時には、車体２
０の右前方の路面に傾斜車両１０の乗員が視認可能な単一の右前方照射エリア７１Ｒを形
成するように光を照射する。
【００７７】
　一対のコーナリングライト７０Ｌ、７０Ｒは、それぞれ、少なくとも１つのコーナリン
グライト光源７２と、光進行方向変更部材７４と、コーナリングライトハウジング７６と
を含む。以下、これらについて説明する。
【００７８】
　光進行方向変更部材７４は、少なくとも１つのコーナリングライト光源７２に対応して
配置される。光進行方向変更部材７４は、単一の光進行方向変更面７４１を有する。単一
の光進行方向変更面７４１は、少なくとも１つのコーナリングライト光源７２から出射さ
れる光の進行方向を変更する。より具体的には、単一の光進行方向変更面７４１は、傾斜
車両１０の左旋回時において車体２０の左前方の路面に単一の左前方照射エリア７１Ｌを
形成するように、又は、傾斜車両１０の右旋回時において車体２０の右前方の路面に単一
の右前方照射エリア７１Ｒを形成するように、少なくとも１つのコーナリングライト光源
７２から出射される光の進行方向を変更する。
【００７９】
　コーナリングライトハウジング７６は、少なくとも１つのコーナリングライト光源７２
及び光進行方向変更部材７４を収容する。コーナリングライトハウジング７６は、ヘッド
ライトハウジング６４とは別の部材として形成されている。コーナリングライトハウジン
グ７６は、ヘッドライトハウジング６４から分離されている。
【００８０】
　このような傾斜車両１０においては、フロントカバー２２内に配置されるコーナリング
ライトハウジング７６とヘッドライトハウジング６４が別々の部材として形成され、かつ
、互いに分離して配置されるので、コーナリングライトハウジング７６とヘッドライトハ
ウジング６４の各々を必要最小限の大きさにすることができるとともに、コーナリングラ
イトハウジング７６とヘッドライトハウジング６４の配置の自由度が向上する。そのため
、コーナリングライトハウジング７６とヘッドライトハウジング６４を、フロントカバー
２２内に配置される電気系部品やブレーキ系部品等の各種部品と干渉しないように、適切
な位置に配置することができる。その結果、ヘッドライト６０が有するヘッドライト光源
６２及び一対のコーナリングライト７０Ｌ、７０Ｒの各々が有するコーナリングライト光
源７２が発する熱の集中を抑制しつつ、フロントカバー２２をコンパクトにすることがで
きる。
【００８１】
　図２を参照しながら、フロントカバー２２をコンパクトにすることができる理由につい
てさらに説明する。比較例に係るヘッドライト装置においては、左右一対のコーナリング
ライト７０Ｌ、７０Ｒとヘッドライト６０が共通のハウジングＨ１を有しているので、ハ
ウジングＨ１のサイズが大型化してしまう。その結果、フロントカバー２２内に配置され
る電気系部品やブレーキ系部品等の各種部品、つまり、ヘッドライト装置以外の部品Ｐ１
と干渉しないように、ハウジングＨ１をフロントカバー２２内に配置すると、フロントカ
バー２２をコンパクトにすることができない。
【００８２】
　これに対して、実施の形態に係るヘッドライト装置１０では、コーナリングライトハウ
ジング７６とヘッドライトハウジング６４が分離可能であるから、コーナリングライトハ
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ウジング７６とヘッドライトハウジング６４の各々を必要最小限の大きさにすることがで
きるとともに、コーナリングライトハウジング７６とヘッドライトハウジング６４の配置
の自由度が向上する。そのため、コーナリングライトハウジング７６とヘッドライトハウ
ジング６４を、フロントカバー２２内に配置されるヘッドライト装置以外の部品Ｐ１と干
渉しないように、適切な位置に配置することができる。具体的には、（１）車体２０の前
方向ｆ又は後方向ｂに見て、コーナリングライトハウジング７６とヘッドライトハウジン
グ６４の各々をフロントカバー２２内に配置される電気系部品やブレーキ系部品等の各種
部品Ｐ１よりも上に配置してもよいし、（２）車体２０の前方向ｆ又は後方向ｂに見て、
コーナリングライトハウジング７６とヘッドライトハウジング６４の一方をフロントカバ
ー２２内に配置される電気系部品やブレーキ系部品等の各種部品Ｐ１よりも上に配置し、
かつ、コーナリングライトハウジング７６とヘッドライトハウジング６４の他方をフロン
トカバー２２内に配置される電気系部品やブレーキ系部品等の各種部品Ｐ１よりも下に配
置してもよい。このようにコーナリングライトハウジング７６とヘッドライトハウジング
６４を配置すれば、左右一対のコーナリングライト７０Ｌ、７０Ｒとヘッドライト６０が
共通のハウジングＨ１を有する場合と比べて、ヘッドライト６０が有するヘッドライト光
源６２及び一対のコーナリングライト７０Ｌ、７０Ｒの各々が有するコーナリングライト
光源７２が発する熱の集中を抑制しつつ、フロントカバー２２をコンパクトにすることが
できる。
【００８３】
（実施の形態の具体例）
　続いて、図３を参照しながら、本発明の実施の形態の具体例による傾斜車両１０Ａ及び
ヘッドライト装置５０Ａについて説明する。図３は、傾斜車両１０Ａ及びヘッドライト装
置５０Ａを概念的に示す説明図である。
【００８４】
　傾斜車両１０Ａは、自動二輪車である。傾斜車両１０Ａは、車体２０と、ヘッドライト
装置５０Ａとを備える。以下、これらについて説明する。
【００８５】
　車体２０は、傾斜車両１０の左旋回時には、車両左方向Ｌに傾斜する。車体２０は、傾
斜車両１０の右旋回時には、車両右方向Ｒに傾斜する。車体２０は、車体フレームを含む
。車体２０は、フロントカバー２２を含む。
【００８６】
　ヘッドライト装置５０Ａは、車体２０に支持される。ヘッドライト装置５０Ａは、傾斜
車両１０Ａの左旋回時には、車体２０とともに、車両左方向Ｌに傾斜する。ヘッドライト
装置５０Ａは、傾斜車両１０Ａの右旋回時には、車体２０とともに、車両右方向Ｒに傾斜
する。ヘッドライト装置５０Ａは、フロントカバー２２内に配置される。
【００８７】
　ヘッドライト装置５０Ａは、ヘッドライト６０Ａと、一対のコーナリングライト７０Ｌ
Ａ、７０ＲＡとを備える。以下、これらについて説明する。
【００８８】
　ヘッドライト６０Ａは、車体２０の前方に向けて光を照射する。ヘッドライト６０Ａは
、少なくとも１つのヘッドライト光源６２と、ヘッドライトハウジング６４Ａとを含む。
少なくとも１つのヘッドライト光源６２は、例えば、発光ダイオード（ＬＥＤ）である。
ヘッドライトハウジング６４Ａは、少なくとも１つのヘッドライト光源６２を収容する。
【００８９】
　ヘッドライトハウジング６４Ａは、アウタレンズ６４１を含む。アウタレンズ６４１は
、少なくとも１つのヘッドライト光源６２の前方に配置される。アウタレンズ６４１は、
少なくとも１つのヘッドライト光源６２が出射した光を透過する。ヘッドライトハウジン
グ６４Ａは、例えば、車体２０及び／又はフロントカバー２２に支持される。
【００９０】
　一対のコーナリングライト７０ＬＡ、７０ＲＡは、車体２０の左右方向ｌｒに並んで配
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置される。一対のコーナリングライト７０ＬＡ、７０ＲＡのうち一方のコーナリングライ
トは、傾斜車両１０Ａの左旋回時には、車体２０の左前方の路面に傾斜車両１０の乗員が
視認可能な単一の左前方照射エリア７１Ｌを形成するように光を照射する。ヘッドライト
装置５０Ａでは、コーナリングライト７０ＬＡが、傾斜車両１０Ａの左旋回時に車体２０
の左前方の路面に傾斜車両１０の乗員が視認可能な単一の左前方照射エリア７１Ｌを形成
するように光を照射する。
【００９１】
　一対のコーナリングライト７０ＬＡ、７０ＲＡのうち他方のコーナリングライトは、傾
斜車両１０Ａの右旋回時には、車体２０の右前方の路面に傾斜車両１０の乗員が視認可能
な単一の右前方照射エリア７１Ｒを形成するように光を照射する。ヘッドライト装置５０
Ａでは、コーナリングライト７０ＲＡが、傾斜車両１０Ａの右旋回時に車体２０の右前方
の路面に傾斜車両１０の乗員が視認可能な単一の右前方照射エリア７１Ｒを形成するよう
に光を照射する。
【００９２】
　一対のコーナリングライト７０ＬＡ、７０ＲＡは、それぞれ、少なくとも１つのコーナ
リングライト光源７２と、光進行方向変更部材７４と、コーナリングライトハウジング７
６Ａとを含む。以下、これらについて説明する。
【００９３】
　少なくとも１つのコーナリングライト光源７２は、例えば、発光ダイオード（ＬＥＤ）
である。コーナリングライト７０ＬＡが有する少なくとも１つのコーナリングライト光源
７２は、例えば、傾斜車両１０Ａが左旋回しているときの車体２０の傾斜角が所定の傾斜
角以上になったときに点灯する。コーナリングライト７０ＲＡが有する少なくとも１つの
コーナリングライト光源７２は、例えば、傾斜車両１０Ａが右旋回しているときの車体２
０の傾斜角が所定の傾斜角以上になったときに点灯する。少なくとも１つのコーナリング
ライト光源７２の点灯は、例えば、図示しない制御装置によって制御される。
【００９４】
　光進行方向変更部材７４は、少なくとも１つのコーナリングライト光源７２に対応して
配置される。光進行方向変更部材７４は、単一の光進行方向変更面７４１を有する。単一
の光進行方向変更面７４１は、少なくとも１つのコーナリングライト光源７２から出射さ
れる光の進行方向を変更する。より具体的には、コーナリングライト７０ＬＡが有する単
一の光進行方向変更面７４１は、傾斜車両１０Ａの左旋回時において車体２０の左前方の
路面に単一の左前方照射エリア７１Ｌを形成するように、少なくとも１つのコーナリング
ライト光源７２から出射される光の進行方向を変更する。コーナリングライト７０ＲＡが
有する単一の光進行方向変更面７４１は、傾斜車両１０Ａの右旋回時において車体２０の
右前方の路面に単一の右前方照射エリア７１Ｒを形成するように、少なくとも１つのコー
ナリングライト光源７２から出射される光の進行方向を変更する。
【００９５】
　光進行方向変更部材７４は、例えば、少なくとも１つのコーナリングライト光源７２か
ら出射される光を傾斜車両１０Ａの前方に向けて反射するリフレクタである。この場合、
光進行方向変更部材７４が有する光進行方向変更面７４１は、少なくとも１つのコーナリ
ングライト光源７２から出射される光を傾斜車両１０Ａの前方に向けて反射する単一のリ
フレクタ面である。
【００９６】
　光進行方向変更部材７４が有する光進行方向変更面７４１は、例えば、少なくとも１つ
のコーナリングライト光源７２の下に配置される。この場合、少なくとも１つのコーナリ
ングライト光源７２は、車体２０の下方向に光を出射する。光進行方向変更部材７４が有
する光進行方向変更面７４１は、少なくとも１つのコーナリングライト光源７２から車体
２０の下方向に出射された光を傾斜車両１０Ａの前方に向けて反射する。
【００９７】
　コーナリングライトハウジング７６Ａは、少なくとも１つのコーナリングライト光源７
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２及び光進行方向変更部材７４を収容する。コーナリングライトハウジング７６Ａは、ヘ
ッドライトハウジング６４Ａとは別の部材として形成されている。コーナリングライトハ
ウジング７６Ａは、ヘッドライトハウジング６４Ａから分離されている。
【００９８】
　コーナリングライトハウジング７６Ａは、例えば、車体２０及び／又はフロントカバー
２２に支持される。コーナリングライトハウジング７６Ａが車体２０及び／又はフロント
カバー２２に支持される態様には、例えば、左コーナリングライトハウジング７６Ａがブ
ラケットを介して車体２０及び／又はフロントカバー２２に支持される態様が含まれる。
【００９９】
　コーナリングライトハウジング７６Ａは、アウタレンズ７６１を含む。アウタレンズ７
６１は、光進行方向変更部材７４の前方に配置されている。アウタレンズ７６１は、少な
くとも１つのコーナリングライト光源７２から出射され、かつ、光進行方向変更面７４１
によって進行方向が変更された光を透過する。
【０１００】
　このような傾斜車両１０Ａにおいては、傾斜車両１０と同様に、ヘッドライト６０が有
するヘッドライト光源６２及び一対のコーナリングライト７０Ｌ、７０Ｒの各々が有する
コーナリングライト光源７２が発する熱の集中を抑制しつつ、フロントカバー２２をコン
パクトにすることができる。
【０１０１】
（実施の形態の変形例１）
　続いて、図４を参照しながら、本発明の実施の形態の変形例１について説明する。図４
は、本発明の実施の形態の変形例１に係るヘッドライト装置が備える一対のコーナリング
ライト７０ＬＢ、ＲＢを概念的に示す説明図である。
【０１０２】
　一対のコーナリングライト７０ＬＢ、７０ＲＢは、車体２０の左右方向ｌｒに並んで配
置される。一対のコーナリングライト７０ＬＢ、７０ＲＢは、一対のコーナリングライト
７０ＬＡ、７０ＲＡと比べて、コーナリングライト７０ＬＢが有するコーナリングライト
ハウジング７６Ａとコーナリングライト７０ＲＢが有するコーナリングライトハウジング
７６Ａとが一体形成されている点で異なる。
【０１０３】
　一対のコーナリングライト７０ＬＢ、７０ＲＢは、一対のコーナリングライト７０ＬＡ
、７０ＲＡと比べて、エイミング機構８０をさらに含む点で異なる。エイミング機構８０
は、単一の左前方照射エリア７１Ｌを形成するように照射される光の進行方向を単一の右
前方照射エリア７１Ｒを形成するように照射される光の進行方向とともに調整する。
【０１０４】
　エイミング機構８０は、例えば、一対のコーナリングライト７０ＬＢ、７０ＲＢの各々
が有する光進行方向変更部材７４を支持するブラケット８２を含む。この場合、エイミン
グ機構８０が単一の左前方照射エリア７１Ｌを形成するように照射される光の進行方向を
単一の右前方照射エリア７１Ｒを形成するように照射される光の進行方向とともに調整す
る態様には、例えば、コーナリングライト７０ＬＢが有するコーナリングライトハウジン
グ７６Ａとコーナリングライト７０ＲＢが有するコーナリングライトハウジング７６Ａと
が一体形成されたコーナリングライトハウジングへのブラケット８２の取付状態を変更す
る態様が含まれる。
【０１０５】
（実施の形態の変形例２）
　続いて、図５を参照しながら、本発明の実施の形態の変形例２について説明する。図５
は、本発明の実施の形態の変形例２に係る傾斜車両１０Ｃ及びヘッドライト装置５０Ｃの
概念図である。
【０１０６】
　ヘッドライト装置５０Ｃは、ヘッドライト装置５０Ａと比べて、ヘッドライト６０Ａの
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代わりに、車体２０の左右方向ｌｒに並んで配置される一対のヘッドライト６０Ｌ、６０
Ｒを備える点で異なる。
【０１０７】
　一対のヘッドライト６０Ｌ、６０Ｒは、それぞれ、車体２０の前方に向けて光を照射す
る。一対のヘッドライト６０Ｌ、６０Ｒは、それぞれ、少なくとも１つのヘッドライト光
源６２と、ヘッドライトハウジング６４Ｃとを含む。少なくとも１つのヘッドライト光源
６２は、例えば、発光ダイオード（ＬＥＤ）である。ヘッドライトハウジング６４Ｃは、
少なくとも１つのヘッドライト光源６２を収容する。
【０１０８】
　ヘッドライトハウジング６４Ｃは、アウタレンズ６４１を含む。アウタレンズ６４１は
、少なくとも１つのヘッドライト光源６２の前方に配置される。アウタレンズ６４１は、
少なくとも１つのヘッドライト光源６２が出射した光を透過する。ヘッドライトハウジン
グ６４Ｃは、例えば、車体２０及び／又はフロントカバー２２に支持される。
【０１０９】
　車体２０の前方向ｆ又は後方向ｂに見て、一対のコーナリングライト７０ＬＣ、７０Ｒ
Ｃと一対のヘッドライト６０Ｌ，６０Ｒは、車体２０の上下方向ｕｄに並んで配置されて
いる。図５に示す例では、車体２０の前方向ｆ又は後方向ｂに見て、一対のコーナリング
ライト７０ＬＣ、７０ＲＣは、一対のヘッドライト６０Ｌ，６０Ｒよりも上に配置される
。一対のコーナリングライト７０ＬＣ、７０ＲＣの下端は、一対のヘッドライト６０Ｌ，
６０Ｒの上端よりも上に位置している。
【０１１０】
　続いて、図６を参照しながら、一対のコーナリングライト７０ＬＣ、７０ＲＣの各々が
有するアウタレンズ７６１と一対のヘッドライト６０Ｌ，６０Ｒの各々が有するアウタレ
ンズ６４１との関係について説明する。
【０１１１】
　アウタレンズ７６１における車体２０の左右方向ｌｒでの長さＣＷは、アウタレンズ６
４１における車体２０の左右方向ｌｒでの長さＨＷよりも大きい。
【０１１２】
　アウタレンズ７６１における車体２０の上下方向ｕｄでの長さＣＨは、アウタレンズ６
４１における車体２０の上下方向ｕｄでの長さＨＨよりも大きい。
【０１１３】
　一対のコーナリングライト７０ＬＣ、７０ＲＣのうちのコーナリングライト７０ＬＣが
有するアウタレンズ７６１の右端は、一対のヘッドライト６０Ｌ、６０Ｒのうちのヘッド
ライト６０Ｌが有するアウタレンズ６４１の右端よりも、車体２０の左右方向ｌｒでの中
央に近い位置にある。
【０１１４】
　一対のコーナリングライト７０ＬＣ、７０ＲＣのうちのコーナリングライト７０ＲＣが
有するアウタレンズ７６１の左端は、一対のヘッドライト６０Ｌ、６０Ｒのうちのヘッド
ライト６０Ｒが有するアウタレンズ６４１の左端よりも、車体２０の左右方向ｌｒでの中
央に近い位置にある。
【０１１５】
　一対のコーナリングライト７０ＬＣ、７０ＲＣのうちのコーナリングライト７０ＬＣが
有するアウタレンズ７６１の左端は、一対のヘッドライト６０Ｌ、６０Ｒのうちのヘッド
ライト６０Ｌが有するアウタレンズ６４１の左端よりも、車体２０の左右方向ｌｒでの中
央に近い位置にある。
【０１１６】
　一対のコーナリングライト７０ＬＣ、７０ＲＣのうちのコーナリングライト７０ＲＣが
有するアウタレンズ７６１の右端は、一対のヘッドライト６０Ｌ、６０Ｒのうちのヘッド
ライト６０Ｒが有するアウタレンズ６４１の右端よりも、車体２０の左右方向ｌｒでの中
央に近い位置にある。
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【０１１７】
　ここで、フロントカバー２２は、例えば、図７に示すように、上フロントカバー２２Ｕ
と、下フロントカバー２２Ｄとを含んでいてもよい。
【０１１８】
　下フロントカバー２２Ｄは、上フロントカバー２２Ｕから分離されている。下フロント
カバー２２Ｄは、車体２０の前方向ｆ又は後方向ｂに見て、上フロントカバー２２Ｕの下
に配置される。
【０１１９】
　一対のヘッドライト６０Ｌ、６０Ｒは、下フロントカバー２２Ｄ内に配置される。一対
のコーナリングライト７０ＬＣ、７０ＲＣは、上フロントカバー２２Ｕ内に配置される。
【０１２０】
　なお、上フロントカバー２２Ｕ及び下フロントカバー２２Ｄの少なくとも一方は、例え
ば、車体２０の左右方向に並んで配置される複数の分割フロントカバーによって実現され
ていてもよい。
【０１２１】
（その他の実施形態）
　本明細書において記載と図示の少なくとも一方がなされた実施形態及び変形例は、本開
示の理解を容易にするためのものであって、本開示の思想を限定するものではない。上記
の実施形態及び変形例は、その趣旨を逸脱することなく変更・改良され得る。
【０１２２】
　当該趣旨は、本明細書に開示された実施形態に基づいて当業者によって認識されうる、
均等な要素、修正、削除、組み合わせ（例えば、実施形態及び変形例に跨る特徴の組み合
わせ）、改良、変更を包含する。特許請求の範囲における限定事項は当該特許請求の範囲
で用いられた用語に基づいて広く解釈されるべきであり、本明細書あるいは本願のプロセ
キューション中に記載された実施形態及び変形例に限定されるべきではない。そのような
実施形態及び変形例は非排他的であると解釈されるべきである。例えば、本明細書におい
て、「好ましくは」、「よい」という用語は非排他的なものであって、「好ましいがこれ
に限定されるものではない」、「よいがこれに限定されるものではない」ということを意
味する。
【０１２３】
　上記実施の形態の変形例２において、一対のヘッドライト６０Ｌ、６０Ｒを一対のコー
ナリングライト７０ＬＣ、７０ＲＣよりも上に配置してもよい。
【０１２４】
　上記実施の形態の変形例２において、一対のヘッドライト６０Ｌ、６０Ｒの代わりに、
ヘッドライト６０を採用してもよい。
【符号の説明】
【０１２５】
１０　傾斜車両
２０　車体
５０　ヘッドライト装置
６０　ヘッドライト
７０　左右一対のコーナリングライト
７１Ｌ　単一の左前方照射エリア
７１Ｒ　単一の右前方照射エリア
７２　コーナリングライト光源
７４　光進行方向変更部材
７４１　単一の光進行方向変更面
７６　コーナリングライトハウジング
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